
556

折
日
愚
ナ
研
究
　
　
第
五
｝
臼
四
∴
一
六
号

印

彙
　
　
　
報

京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
講
義
題
目

　
　
　
　
　
一
昭
和
四
十
九
年
度
1
－
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
二
回
生
が
履
修
で
き
る
専
門
科
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕
大
学
院
と
共
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
院
〕
大
学
院
の
み

”　　　”

講　講

師　師

観　井
山　暮

雪　庄
陽　七

演““研講
　　　究義習

助講式助教
教　　教
授師師授授
　　　　　釣
木東杉木弊
害　原曽村
　専
好一鼠坊公
能郎夫能一学

　講
”義

教教

　
西
洋
哲
学
史

授
藤
沢
　
令
夫

授
　
山
田
　
　
晶

※
三
軸
概
論

論
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

現
代
論
理
学
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

日
本
思
想
史
（
倫
理
学
と
共
通
）
〔
共
〕

出
唱
ヨ
。
”
》
↓
話
国
無
。
。
o
o
h
霊
煽
ヨ
帥
一
回

冥
。
g
円
①
．
国
r
一
　
　
　
　
　
〔
共
〕

O
①
ω
8
冥
①
。
・
”
竃
⑦
侮
搾
〇
二
〇
欝
①
。
。
匹
。

箕
ぎ
四
9
ま
ω
8
臣
m
　
　
　
　
〔
共
〕

〆
。
茸
“
穴
葺
節
似
臼
箕
Φ
ζ
一
。
。
昏
g

＜
Φ
ヨ
§
津
（
倫
理
学
と
共
通
）
〔
共
〕

※
西
洋
古
代
哲
学
史
概
説

※
西
洋
中
世
哲
学
史
概
説

f
f

助
教
授

西
谷

裕
作

演
習

教

授

辻
村

公

演
習

教

授

山
田

晶

演二三演““
　　　習習習習
∬1　互　工
教　　教　　　言i？教　　　教　　講　　言薄

授授師授授師師
山山　貢調　藤川近
田田ケ沢沢村藤
　　崎
　　徳令野栄洋
晶晶一夫夫助逸

lt　t！　tt

講講

師師

巨川
藤崎

　幸
徹夫

講

師

水
地

宗
明

“研〃
　究

教教教

授授授

辻山辻
村田村

公　公
＿＿i　回　＿
　日日

　
　
　
　
＝
一
〇

※
西
洋
近
世
哲
学
史
概
説

創
造
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
問
題
（
倫
理
学
と

共
通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス

研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

中
世
の
神
秘
思
想
　
　
　
　
　
〔
共
〕

ア
ン
セ
ル
ム
ス
研
究
（
基
督
教
学

と
共
通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

科
学
思
想
史
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

ヘ
ー
ゲ
ル
折
削
際
の
根
太
「
闇
…
無
帽
　
〔
丘
ハ
〕

霊
讐
〇
三
ω
o
喜
翼
Φ
ω
　
　
　
　
〔
共
〕

漕
・
。
。
。
。
。
同
①
・
n
設
①
。
p
冨
冤
・
。
一
。
⇔
〔
共
〕

》
ロ
σ
q
口
。
・
§
蕊
る
8
h
。
。
・
ω
δ
訂
①
。
・
〔
共
〕

↓
7
0
ヨ
器
》
ρ
艮
霧
㏄
”
ω
¢
ヨ
ヨ
。

日
冨
。
一
・
一
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

↓
『
o
ヨ
霧
》
ρ
口
ぎ
霧
”
ω
ロ
ヨ
ヨ
p
ユ

↓
冨
。
一
■
一
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

囚
p
。
漂
鱒
謝
ユ
け
節
幽
の
「
お
ぎ
。
郡

く
①
§
§
津
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

い
①
ぴ
巳
N
”
U
一
。
・
o
o
信
閉
侮
O
一
帥

ヨ
σ
3
℃
ξ
ω
5
器
（
倫
理
学
と
共

通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕



557

〃〃〃

助人
教文
革研

教教
　養
上部

上
田
　
泰
治

山
下
　
正
男

講
師
小
池
　
三
郎

演
習
工
講
師
池
長
　
澄

演
習
皿
講
師
池
長
　
澄

講
読
講
師
山
野
耕
治

〃
　
講
師
種
山
恭
子

〃
　
助
手
　
山
本
　
耕
平

　研講t／

　究義

講教教

師授授
印
度
哲
学
史

服
部
正
明

服
部
正
明

宇
野
　
　
惇

rr　tt

　講講
彙師師

　辛丹
　島治
報

　　昭
　昇義

≦
露
δ
『
①
p
傷
”
勺
8
8
ω
ω
　
印
ロ
山

孟
母
蔓
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

勺
Φ
貫
島
口
冨
冨
p
島
”
ω
ロ
ヨ
ヨ
¢
一
器

い
。
臓
琶
①
。
・
　
　
　
　
　
〔
共
〕

》
雌
σ
q
蘇
。
・
件
ぎ
塁
二
）
Φ
〈
①
琶
お
一
お
δ
器

（
前
年
の
続
き
）
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

蜜
蝕
郎
①
儀
①
切
マ
的
郎
樋
Z
o
麟
〈
9
×

①
。
。
邑
白
。
伍
、
。
。
募
訂
8
0
ご
讐
①
　
　
〔
共
〕

ω
臼
α
q
。
・
o
づ
”
山
州
器
Φ
①
①
二
①

ヨ
。
薯
僧
艮
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

≦
’
智
①
ぴ
q
2
”
評
凱
①
飼
良
①

勾
o
H
ヨ
弩
σ
q
餌
①
。
。
σ
q
ユ
8
露
ω
鼻
。
ロ

竃
①
房
。
げ
Φ
コ

歪
緯
g
鱒
〉
℃
o
げ
頓
δ
ら
o
o
。
霊
け
貯

6
7
0
ヨ
器
》
ρ
艮
器
。
。
”
O
Φ
①
糞
o
o
｛

Φ
o
o
ω
¢
5
誠
ロ

※
イ
ン
ド
思
想
捲

く
飴
冨
置
目
旨
第
一
章
の
研
究
〔
共
〕

イ
ン
ド
論
理
学
の
基
礎
概
念
（
仏
教
学

と
共
通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

ゆ
δ
ゲ
ヨ
雷
箆
餌
三
の
研
究
　
　
　
〔
共
〕

南
イ
ン
ド
文
化
の
研
究
（
梵
語
梵
文

〃

講
師
渡
瀬
信
之

演
習
教
授
服
部
正
明

〃〃〃研講
究義

助
教
授
小
林
信
彦

助
手
井
狩
　
弥
介

教
授
服
部
正
明

教
　
授

人
文
研

助
教
授

研““演
究　　　習

教薄恥講教
　養
授授部師弟

中
国
哲
学
史

湯
浅
曾
孫

吉
川
　
忠
夫

湯
浅
幸
孫

日
原
　
利
国

尾
崎
雄
二
郎

湯
浅
幸
下

学
、
西
南
ア
ジ
ア
史
学
と
共
通
）
〔
共
〕

古
代
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
法
に
お
け
る
訴
訟

手
続
制
度
（
梵
語
梵
文
学
と
共
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

ω
酬
ぢ
汀
7
《
鋳
倒
ユ
響

く
。
α
q
。
－
ω
q
g
”
－
げ
訂
超
¢
。
　
　
〔
共
〕

Go

B
象
削
暮
聾
窪
§
唱
臼
（
梵
語
学
梵

文
学
と
共
通
）
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

bσ
y
σ
q
餌
く
巴
σ
q
鼠

¢
冨
巳
萌
巴
。
・

（
梵
語
梵
文
学
、
仏
教
学
と
共
通
）

蜜
同
ヨ
似
膏
ω
倒
学
派
の
言
語
理
論

（
梵
語
梵
文
学
と
共
通
）
　
　
　
〔
院
〕

※
中
国
思
想
史
　
承
前

顔
師
古
研
究
（
東
洋
史
学
と
共
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

王
夫
之
”
宋
論
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

公
羊
正
義
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

説
文
解
字
注
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

清
朝
の
儒
学
　
　
　
　
　
　
　
〔
院
〕

＝
＝



558

哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
六
号

　
倫
理
学

演演
習習

助教
教

授授

演“　“
習
1

教助人講
　　文
授手研師

” m

助教　教教
教養　　養
授部　授部

研講
究義

教助
　教
授授

西
谷
　
裕
作

辻
村
　
公
一

作
田
　
啓
一

山
本
　
誠
作

東
　
専
一
郎

内
井
　
惣
七

森
口
美
都
男

森
口
美
都
男

西
谷
　
遺
作

〃
　
講
　
師
　
観
山

〃
　
講
　
師
　
稲
葉

講
読
　
講
　
師
　
深
谷

昭　雪三稔陽
※
倫
理
学
概
論

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
問
題
（
西
洋
哲
学
史

と
共
通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

骸
値
意
識
の
諸
問
題
（
社
会
学
、

心
理
学
と
共
通
）
　
　
　
　
　
〔
共
〕

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
研
究
（
宗
教
学

と
共
通
）
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

日
本
思
想
史
（
哲
学
と
共
通
）
　
〔
共
〕

現
代
功
利
主
義
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

い
○
誉
。
σ
q
餌
く
．
○
魔
。
。
。
。
・
g
”
嵐
睾
。
圏

9
一
ω
一
ω
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

倫
理
学
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
〔
共
〕

ぴ
①
皆
a
N
二
）
圃
。
・
8
葺
。
。
轟
轟
　
B
①
け
？

喜
鴇
β
q
Φ
（
西
洋
哲
学
史
と
共
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

内
鍵
け
鱒
囚
葺
砕
α
醇
箕
p
ζ
帥
ω
9
魯

く
①
ヨ
巷
津
（
暫
学
と
共
通
）
　
〔
共
〕

ζ
■
じ
d
償
ぴ
。
コ
H
o
ゲ
償
鼠
O
賃
（
宗
教

学
と
共
通
）
　
　
　
　
　
〔
共
〕

言
．
ω
o
げ
。
一
興
闘
≦
o
。
。
①
昌
¢
嵩
α
勺
。
周
日
。
ご

山
碧
9
ヨ
冨
ひ
δ
1
＜
露
康
⑦
ぴ
⑦

§
畠
躍
器
ω
一
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

講
義

〃
研
究

〃〃〃〃〃〃
演
習
－

演
習
∬
助
教
授

講
読

〃

教
　
授

助
教
授

教
　
授

助
教
授

教
養
部

助
教
授

教
養
部

助
教
授

講
　
師

講
　
師

ぬ
ゆ
き
　
　
　
　
ヒ
ヨ

離
　
　
緬
削

教
　
授

助
教
授

教
養
部

助
教
授

助
　
手

聾
顛5

教

授

演
習
1

助教
教
授授

美
学
美
術
史
学

吉
岡
健
二
郎

清
水
　
善
三

吉
岡
健
二
郎

太
田

喬
夫

新清清吉山
三水水岡岡
　　健
博善善二泰
衛三三郎造

上武新乾清
平田田　水

　恒博由善
貢夫三明三

吉
岡
健
ご
郎

清
水
　
善
三

吉
岡
健
二
郎

一
二
二

こ
口
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
の

中
国
の
山
水
画
に
つ
い
て

美
学
・
美
術
史
学
の
諸
問
題

美
術
史
学
の
現
地
指
導

b
ウ
．
匹
Φ
ω
o
匡
o
o
N
2
”
H
馨
「
o
傷
質
〇
二
〇
旨

帥
鰍
㌔
ω
．
ゆ
き
げ

竃
◆
○
①
一
σ
q
。
二
じ
d
①
一
瞬
餌
σ
Q
⑦
N
霞
℃
冨
・

5
0
ヨ
窪
。
一
〇
σ
q
一
〇
島
。
ω
餌
。
。
昏
g
一
ω
。
び
g

O
①
β
償
ゆ
Φ
。
・

美
学
・
美
術
史
学
研
究
の
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
院
〕

美
学
・
美
術
史
学
関
係
論
文
選
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
院
〕

※
美
学
概
論

※
日
本
美
術
史
概
説

芸
術
に
お
け
る
聖

浄
土
教
絵
画
史
論

ゴ
シ
ッ
ク
美
術
論

絵
画
空
間
の
構
造

初
期
風
俗
画
試
論

研
究

〔〔〔　〔》ノ　〔〔　〔〔〔共共共共　共共共共共
WWW　LJ　ww　wWW



559

心
理
学

tt　nt　”　”　・f　”　gr，i”v””　・t　tr　tt　1一．，E”

　究霊
　所長
彙助類
　手研
　　浅
　　野

報　俊
　　夫

助教
教育
授学
部
坂
野

登

教学　教教
養　　養
授部　授部

作　　中
田　　島

啓
調

教教
育
授学
　部
梅
本

教教
育
授学
部
苧
阪

教助教助教教教助教教教教教教教
　教養教養　養教育　育　育
授授部授部二部授一樹学授学授授

　　　　　　沼部部
本中木中河梅苧楠本
吉谷下島合本阪崎吉

糞皇器蕪誠駿皇弊
※
心
理
学
概
論

※
知
覚
の
心
理
学

視
聴
覚
教
育
（
教
育
学
部
と
共
通
）

教
育
心
理
学
（
教
育
学
部
と
共
通
）

臨
床
心
理
学
（
教
育
学
部
と
共
通
）

心
理
学
盟
B
　
発
達
心
理
学

心
理
学
皿
A
　
社
・
会
心
理
学

心
理
学
盟
C
　
数
理
心
理
学

動
物
の
行
動
1
そ
の
適
応
と
創
造
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

視
覚
と
行
動
（
教
育
学
部
と
共
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

記
憶
の
諸
問
題
（
教
育
学
部
と
共
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

心
理
言
語
学
研
究
（
言
語
学
と
共
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

価
値
意
識
の
諸
問
題
（
社
会
学
、
倫

理
学
と
共
通
）
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

発
達
と
人
格
の
神
経
心
理
学
（
教
育

学
部
と
共
通
）
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

心
理
実
験
に
お
け
る
論
理
制
御
の
理

〃〃〃〃
演
習

〃〃グ
実
習
講
読tt　tt

nt研：

　究

助講講華箋教教教教聴講講講

手師師三唱授授授授師旧師師

山住生本柿本柿本七口安岡八
島田沢吉崎吉崎吉崎田田　　木
　幸
隆次雅良祐良祐良祐三三宏
二郎夫治一治一治一郎郎子菟

勤
学
夏

雛
灘
李

雷
乾
寒

講
　
師
　
前
田

〃
　
講
　
師

演
習
　
教
　
授

嘉和富盛
明夫雄之

難
波
精
一
郎

楠
騎
　
祐
一

本
吉
　
良
治

論
と
実
際
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

行
動
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

発
達
理
論
と
研
究
の
諸
問
題
　
〔
共
〕

社
会
調
査
法
（
社
会
学
と
共
通
）
〔
共
〕

社
会
統
計
学
（
社
会
学
と
共
通
）
〔
共
〕

現
代
心
理
学
の
諸
問
題

※
心
理
学
基
礎
実
験
（
実
験
甲
）

心
理
学
特
殊
実
験
（
実
験
乙
）

実
験
計
画
法
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

※
統
計
法
実
習

ζ
．
U
・
誠
山
ぎ
。
。
≦
o
答
ゴ
一
国
×
需
周
一
－

B
①
寡
。
。
ぎ
》
駄
ヨ
卜
し
d
①
ゲ
。
自
く
一
〇
信
叫

ほ
か
統
計
・
数
理
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
〔
院
〕

小
集
団
実
験
法
　
　
　
　
　
　
　
〔
院
〕

数
理
心
理
学
　
　
　
　
　
　
　
〔
院
〕

社
会
行
動
の
研
究
－
行
動
の
統
制

原
理
と
し
て
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
院
〕

音
響
心
理
学
の
諸
問
題
－
特
に
聴

覚
の
属
性
に
つ
い
て
一
　
　
　
〔
院
〕

現
代
心
理
学
の
諸
問
題
　
　
　
〔
院
）

　
　
　
　
一
二
三
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幽
門
学
碩
究
　
籠
〃
五
｝
日
四
［
十
ぬ
ハ
聞
写

　
社
会
学

〃醗〃馨〃〃 tt　tl　tt 　　　　研講tl　tX　tl　　　　究義

助　　助東助教講講
　教南教
手　授ア授授師師

講講講講

師師導師

教教助教教
養教
授部授授授

八　水中池安安　松小池新　作中池池
木野田田田本山田　田田田
秀　浩久義三三　通陽　睦　啓久義義
夫　一郎祐郎郎　晴一昭人　一郎祐祐

．　“演

　　習

助教助教
教養教
授部授授

吉中池
田　　田

民器義
人郎祐

※
社
会
学
概
論

社
会
学
の
根
本
問
題
　
　
　
　
〔
共
〕

行
為
と
社
会
構
造
　
　
　
　
　
〔
共
〕

価
値
意
識
の
諸
問
題
（
心
理
学
・
倫

理
学
と
共
通
）
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

都
市
の
社
会
理
論
　
　
　
　
　
〔
共
〕

宗
教
社
会
学
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

階
級
論
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
〔
共
〕

地
域
社
会
論
（
心
理
学
と
共
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

社
会
調
査
法
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

社
会
統
計
学
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

社
会
学
の
理
論
と
応
用

社
会
的
行
為
論

ρ
ヒ
d
8
σ
q
一
曾
轡
①
3
霧
餌
①
。
。
o
。
一
〇
一
〇
触
Φ

ω
5
門
一
、
σ
〈
○
ぼ
二
〇
づ
像
①
。
。
〈
a
o
¢
誘

箪
塑
乏
騨
σ
q
器
同
巴
■
鱒
≧
津
巴

ω
。
ゴ
貫
。
ロ
喜
g
o
B
①
8
一
〇
σ
Q
矯
§
α

。・

盾
処
齡
b
巳
一
〇
二
〇
濤

現
代
社
会
学
の
諸
問
題
　
　
　
　
〔
院
〕

社
会
構
造
論
　
　
　
　
　
　
　
〔
院
〕

理
論
社
会
学
の
諸
問
題
　
　
　
〔
院
〕

“　研
　　究演“““““研講　　　　　　　　究義習

＝
一
四

　
　
　
社
会
学
（
文
化
人
類
学
）

購
諜
益
俊
直
社
会
人
墾

理
学
部

　
　
　
　
池
田
　
次
郎

教
　
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
類
学
（
考
古
学
と
共
通
）

理
学
部

　
　
　
　
伊
谷
純
一
郎

教
　
授

宗
教
学

教
　
授
　
武
内

教
　
授
　
武
内

懲
目
騰
歯

講
　
師
　
柳
川

講
　
師
　
梅
原

講
　
師
　
大
峰

敷
養
部

　
　
　
　
山
本

助
教
授

教
　
授
　
武
内

義気　　啓講義義範作顕猛一照響町

〃
　
講
　
師
稲
葉
　
　
稔

講
読
　
講
　
師
　
薗
田
　
　
坦

※
宗
教
現
象
学

宗
教
と
社
会

神
秘
主
義
の
諸
問
題

祭
り
の
原
理
と
構
造

日
本
上
代
宗
教
史

〔
共
〕

　
　
　
　
　
　
　
（
仏
教
学
と
共
通
）

フ
ィ
ヒ
テ
の
後
期
哲
学
と
そ
の
周
辺

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
研
究
（
倫
理

学
と
共
通
）

顕
①
σ
q
。
一
”
勺
7
ぎ
。
ヨ
窪
。
一
〇
σ
q
δ
臥
。
ω

の
①
一
ω
8
ω
（
＜
閏
図
①
】
薩
窪
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
〔
共
〕

窯
．
し
u
信
げ
①
目
二
四
ロ
鵠
匹
〇
二
（
倫

理
学
と
共
通
）
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

閑
窪
け
餌
U
一
〇
菊
Φ
一
…
σ
q
δ
轟
巨
尉
段
｝
邑
ア

ロ　ルコニ　の　ノゆ　　　フマ　　　　　ロ

共　共辺共通共共共〕　　　 〕　　　 〕　）　〕　〕　〕



561

〃

講
　
師
　
西
村
浩
太
郎

“開講
　究義

助教出
教

授授授

小難梶
林山山

信雄雄
彦一一

仏

教

学

It　tt　tl〃“演
　習

〃〃

泓
蕪
獲
晃

撫
磁
路
諦
亮

講
　
師
　
宇
野
　
　
惇

講
　
師
　
梅
原
　
　
猛

教
　
授
　
梶
山
　
雄
一

助
教
授
　
小
林
　
信
彦

講
　
師
　
桜
部
　
　
建

助
　
手
　
井
狩
　
弥
介

　
彙
　
　
　
　
報

伍
臼
○
話
づ
N
①
づ
伍
霞
げ
一
〇
。
ゆ
ω
o
話

く
①
ヨ
ロ
廷
け
（
囲
H
・
ω
ε
o
犀
よ
り
）

津
山
三
菊
同
o
o
①
餌
擁
”
い
”
7
0
ヨ
ヨ
①

甘
一
＝
塗
。
（
℃
ゲ
ま
ω
o
O
三
⑦
傷
Φ
一
m

く
o
H
o
耳
少
H
H
）
　
（
○
げ
臼
二
で
．
　
H
囲
　
」
よ
h
ソ
）

※
イ
ン
ド
仏
教
思
想
史
（
後
期
）

後
期
イ
ン
ド
唯
識
思
想
（
後
期
）
〔
共
〕

「
ト
ヵ
ラ
語
」
仏
典
研
究
の
基
礎

的
諸
問
題
（
梵
語
学
梵
文
学
と
共

通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

敦
煙
仏
典
総
論
（
前
期
）
　
　
　
〔
共
〕

中
国
仏
教
史
（
中
期
）
　
　
　
〔
共
〕

イ
ン
ド
論
理
学
の
基
礎
概
念
（
印
度

哲
学
史
と
共
通
）
　
　
　
　
　
〔
共
〕

日
本
上
代
宗
教
史
（
宗
教
学
と
共

通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

梵
語
仏
典
選
集
（
後
期
）
　
　
　
〔
共
〕

ω
筏
伍
げ
習
邑
内
霊
B
q
餅
（
梵
語
梵
文

学
、
印
度
哲
学
史
と
共
通
）
　
　
〔
共
〕

》
び
窯
申
立
舅
踏
。
い
号
匿
超
。
。
ゆ
O
犀
p
。
喝
●

＜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

bご
ｽ
α
q
塁
巴
σ
q
冨
帥
乙
¢
窓
艮
萌
p
。
“
。
・

tt

講

師

遠
藤

彰

“研講
　究義

講教教

師親授
　　　基
佐武武督
藤藤藤教
　　　学＝ヒ＿＿ロ

昭雄雄

tl　tt

講助人

　五
師手研

一荒
郷牧

正典
道俊

Il　tl　lt〃
演
習

〃

講
　
師
　
今
井
　
　
晋

講
　
師
　
森
田
雄
三
郎

講
　
師
　
森
　
　
有
正

講教講
師授師

印
具
　
　
徹

武
藤
　
一
雄

野
本
　
真
也

（
梵
語
学
梵
文
学
、
印
度
哲
学
史
と

共
通
）

梵
文
『
唯
識
三
十
頬
安
野
釈
』
〔
共
〕

蔵
文
『
中
観
荘
厳
論
』
　
　
　
　
〔
院
〕

※
基
督
教
学
序
説

「
救
済
史
」
観
に
つ
い
て
　
　
〔
共
〕

キ
リ
ス
ト
教
教
父
に
お
け
る
諸
問

題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

「
ロ
ー
マ
入
へ
の
手
紙
」
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

ル
タ
ー
研
究
序
説
　
　
　
　
　
〔
共
〕

神
学
の
学
問
性
（
前
期
）
　
　
　
〔
共
〕

フ
ラ
ン
ス
精
神
史
と
ポ
ー
ル
・
ロ
ワ

イ
ア
ル
運
動
（
フ
ラ
ン
ス
語
学
・
フ

ラ
ン
ス
文
学
と
共
通
）
　
　
　
　
〔
共
〕

ア
ン
セ
ル
ム
ス
研
究
（
西
洋
哲
学
史

と
共
通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

案
Φ
蒔
Φ
α
q
器
巳
“
U
①
円
ω
Φ
σ
q
同
瓢

》
づ
α
q
。
。
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

古
典
ヘ
ブ
ラ
イ
語
文
法
お
よ
び
「
創

世
記
」
原
典
の
講
読
・
釈
義
（
西
南

ア
ジ
ア
史
学
と
共
通
）

　
　
　
　
＝
一
五
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〃〃二

　
哲
学
研
究
　
第
五
百
四
門
十
六
号

講
　
師
　
○
■
＝
〇
三
　
　
「
コ
ロ
サ
イ
人
へ
の
手
紙
」
の
原
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
読
な
ら
び
に
釈
義
　
　
　
　
　
〔
共
〕

教
　
授
　
武
藤
　
一
雄
　
院
生
の
研
究
発
表
を
中
心
に
討
論
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
院
〕

京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業
論
文
題
目

　
　
　
　
　
－
順
子
五
十
年
三
月
1

早言偽角久太峯小犬

瀬田田　礼田　林竹

久恭浩　文隆　富正
　　　　　　　美
起彦一忍雄二守子幸哲

八
重
樫
　
　
　
車

田
　
端
　
信
　
広

　
　
学

カ
ン
ト
に
お
け
る
認
識
論
的
主
観
主
義
の
問
題

カ
ン
ト
の
純
粋
悟
性
概
念
の
演
繹
に
つ
い
て

ヒ
ュ
ー
ム
の
絶
対
的
知
識
と
蓋
然
的
知
識
に
つ
い
て

『
存
在
と
無
』
に
お
け
る
「
自
由
」
の
考
察

い
o
o
犀
①
に
お
け
る
普
遍
概
念

『
純
粋
理
性
の
批
判
』
に
於
る
存
在
の
問
題

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
自
然
哲
学
に
お
け
る
問
題

第
一
哲
学
に
つ
い
て

≦
明
正
ぎ
ゴ
騨
の
搾
の
問
題

　
－
閏
⑦
α
q
o
一
の
℃
ず
馬
路
。
塁
①
口
。
δ
σ
q
冨
を
中
心
に

　
　
　
し
て
一
…

カ
ン
ト
に
於
け
る
時
間
と
純
粋
統
覚

『
精
神
現
象
学
』
の
性
格
と
方
法
に
つ
い
て

石
　
井
　
杉

佐
　
藤
　
容

矢
　
村
　
良

山
　
国
　
道

渡
　
部
　
菊

仲土武

村井田

正民一

一
二
穴

西
洋
哲
学
史

生
　
プ
ラ
ト
ン
の
弁
論
術
批
判

　
　
　
一
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
を
中
心
に
し
て
一
－

子
　
　
『
リ
ヴ
ァ
イ
ァ
サ
ン
』
の
道
徳
哲
学

彦
　
デ
カ
ル
ト
哲
学
と
そ
の
方
法

　
　
　
i
形
而
上
学
と
自
然
科
学
～

夫
　
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
論
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
一
『
パ
イ
ド
ン
』
に
お
け
る
一

郎
不
安
に
於
け
る
無
の
経
験

　
　
　
i
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
有
の
問
の
第
一
期
を
中
心

　
　
　
　
　
と
し
て
…
一

博憲実

藤
　
木
　
政
　
和

三
　
村
　
信
　
二

猪
　
上
　
敏
雄

岡
　
　
　
　
　
孝

酒

井

明

柏

原

郎

哲
学
史
の
方
法
論
に
つ
い
て

真
理
認
識
と
実
践

デ
カ
ル
ト
が
「
現
引
し
「
判
明
」
と
い
う
語
の
下
に

い
か
な
る
も
の
を
追
求
し
て
い
っ
た
か

一
七
九
四
年
の
フ
ィ
ヒ
テ
の
知
識
学
に
つ
い
て

ニ
ィ
チ
ェ
に
お
け
る
「
ニ
ヒ
ジ
ズ
ム
の
克
服
」
の
意
義

　
－
…
…
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
を
中
心
と
し
て
一

≦
崔
σ
q
Φ
蕊
8
ヨ
甲
後
期
の
方
法
に
つ
い
て

カ
ン
ト
の
窃
・
田
の
概
念

特
に
「
選
択
の
自
由
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に
お
け
る
認
識
と
意
志

実
存
に
お
け
る
聴
間
性
の
問
題
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　皆光平

　本冨松

芳長
　谷
賀川

　
　
印
度
哲
単
三

公
章
〉
冨
お
饗
・
ξ
m
巳
招
山
に
つ
い
て

　
　
中
国
哲
学
史

逮
　
規
　
　
『
荘
子
』
内
篇
の
研
究

　
　
心
理
学

香
代
子
　
対
人
印
象
形
成
過
程
に
お
け
る
情
報
の
効
果

千
　
春
　
面
積
保
存
の
獲
得
過
程
に
関
す
る
一
考
察

道
子
性
意
識
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
i
性
、
年
齢
、
職
業
の
有
無
に
よ
る
違
い
の

　
　
　
　
　
　
考
察

成
　
光
　
自
ネ
ズ
ミ
の
レ
バ
ー
押
し
反
癒
持
続
蒋
間
の
分
化

正
　
雄
　
シ
ロ
ネ
ズ
ミ
に
お
け
る
曇
巳
け
弓
δ
∪
夘
ピ
。
。
o
ゲ
。
山
三
①

　
　
　
　
と
飢
餓
水
準
の
効
果

明
　
夫
　
電
撃
に
先
行
す
る
信
号
音
の
ネ
ズ
ミ
に
及
ぼ
す
効
果

　
　
　
　
に
つ
い
て

芳
　
典

　
　
繁

淑
　
子

由
　
紀

也
寸
志

彙

選
択
行
動
に
お
け
る
強
化
量
の
効
果

文
の
知
覚
的
分
節
と
処
理

　
一
い
わ
ゆ
る
ク
リ
ッ
ク
法
に
つ
い
て
一

語
の
音
節
分
解
と
抽
出
能
力
の
発
達

対
人
魅
力
に
つ
い
て

り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
タ
イ
プ
に
よ
る
集
団
の
効
果

　
報

高流山矢

須郷口野

達敦寿

雄子敬亮

嚢

輪

雄

中

岡

進

関川村

根崎井

　二庸

誓彦子

高
　
城
　
寛
　
志

藤
　
原
　
健
一
郎

引
　
田
　
洋

鳥
　
羽
　
久

性
、
お
よ
び
リ
ー
ダ
ー
交
替
に
つ
い
て

態
度
変
容
に
つ
い
て

要
求
水
準
の
問
題
に
つ
い
て

概
念
同
定
課
題
に
お
け
る
子
供
の
情
報
処
理
過
程
の

研
究
逆
転
移
行
学
習
に
お
け
る
媒
介
過
程
モ
デ
ル
に
つ
い

て色
彩
の
感
情
値

　
－
概
念
と
実
際
色
と
の
比
較
i

思
考
の
発
達
に
つ
い
て
の
一
考
察

色
彩
の
感
情
値

こ
と
ば
の
記
憶
に
お
け
る
心
像
の
役
割

人
間
　
…
生
命
、
行
動
、
思
考
、
こ
の
神
秘
な
る

　
　
　
も
の

幼
児
に
お
け
る
図
形
類
同
視
の
特
徴
に
つ
い
て

心
理
学
と
誓
学

　
ー
ピ
ア
ジ
ェ
小
論
i

倫
理
学

ニ
　
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
そ
の
展
開

　
　
　
…
ニ
ー
チ
ェ
と
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の

　
　
　
　
　
場
合
－

弥
　
討
．
し
d
象
①
員
『
我
と
汝
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
七
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中篠池

川原田

笹大

山嶋

指奥

方

沢
　
田

堀村
　
上

安
　
野

哲
学
研
究
　
　
…
弟
一
五
百
四
十
六
ロ
万

　
　
美
学
美
術
史
学

由
起
子
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク

資
　
明
　
ア
ン
リ
・
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
芸
術
理
論

　
　
真
音
楽
空
間
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
－
誕
恥
づ
ω
躍
。
ぎ
》
＜
o
ヨ
嵐
己
ω
圃
搾
鉱
一
。
・
9

　
　
　
　
　
　
　
ω
o
ゲ
α
員
窪
《
に
沿
っ
て
！

和
久
ル
カ
ー
チ
の
美
学
理
論
に
つ
い
て

　
　
央
　
美
学
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
特
殊
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
G
・
ル
カ
ー
チ
と
M
・
ポ
ン
テ
ィ
の
論
文
を
検
討
乃

　
　
　
　
至
依
拠
し
て
論
ず
る

　
　
社
会
学

み
ち
代
　
レ
ジ
ャ
ー
論

秀
　
雄
　
ζ
．
芝
①
ぴ
巽
に
お
け
る
政
治
社
会
学
の
視
塵
と
そ
の

　
　
　
　
現
代
的
意
味

善
太
郎
　
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
お
け
る
資
本
主
義
の
構

　
　
　
　
造

英
子
ウ
ェ
ー
バ
：
に
お
け
る
「
職
業
」
の
意
味

　
　
　
　
　
一
行
為
論
の
視
点
か
ら
ー
ー

　
　
徳
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
デ
ィ
ア
論
的
考

　
　
　
　
察
l
l
そ
の
文
化
史
的
・
社
会
心
理
学
的
視
座
か

　
　
　
　
　
　
　
ら
一

早
　
己
　
チ
ベ
ッ
ト
の
家
族
と
婚
姻

内
　
山

繁

林松藤杉徐

　田原本

俊順純員信

夫子二博子

石
　
島
　
孝

気
　
多
　
雅

岸
　
本
　
節

菱
　
木
　
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
八

「
ア
フ
ル
ー
エ
ン
ト
・
ワ
ー
カ
ー
」
研
究
を
中
心
と

す
る
労
働
社
会
学
の
考
察

マ
ー
ジ
ナ
ル
マ
ン
と
し
て
の
在
日
朝
鮮
入

近
代
社
会
の
成
立
に
つ
い
て

社
会
化
と
社
会
的
逸
脱

意
味
の
回
転
軸

出
ミ
鴨
識
ミ
§
q
ミ
尊
ミ
，
鴇
竜
（
一
〇
刈
ω
）
に
お
け
る
T
。

パ
ー
ソ
ン
ズ

宗
教
学

文
　
カ
ン
ト
の
定
誉
口
命
法
に
つ
い
て

子
　
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
』

　
　
「
身
体
」
の
概
念
に
つ
い
て

子
　
デ
カ
ル
ト
の
形
而
上
学

晴
　
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
形
而
上
学

仏
教
学

秋
本
　
　
　
勝

草
　
野
　
音
　
藤

本
　
庄
　
良
　
文

吉
村
　
武
　
敏

の

》
コ
誌
塁
p
に
つ
い
て

ω
9
B
凱
私
訂
に
つ
い
て
（
第
四
章
》
叶
昏
鋤
訂
く
餌
σ
Q
σ
Q
。
。

お
よ
び
第
五
章
唱
震
餌
醤
舞
惹
σ
q
σ
q
p
を
中
心
と
し
て

長
老
偶
、
長
老
尼
寺
に
つ
い
て

道
元
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基
督
教
学

根
岸
　
晴
　
美
　
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
「
罪
」
に
つ
い
て
の
考
察

安
　
酸
　
敏
　
真
　
キ
リ
ス
ト
の
出
来
事
と
救
済
史

三

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
哲
学
系
）

　
修
士
課
程
修
了
論
文
題
目

　
　
　
　
　
一
昭
和
五
十
年
三
月
f

伊
　
藤
　
邦

武哲

鉾
之
原
善
章

大柴池

町田上

向
　
井
　
俊

　
　
学

デ
カ
ル
ト
の
方
法
の
形
成

　
1
『
精
神
指
導
の
規
則
』
の
考
察
ー

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
於
け
る
無
の
問
題

　
　
倫
理
学

哲
　
司
　
鼠
●
ω
o
げ
①
δ
婦
の
同
情
（
O
D
《
旨
℃
⇔
紳
プ
一
〇
）
論

　
　
秀
　
現
代
と
自
由

　
　
公
　
ホ
セ
・
オ
ル
テ
ガ
・
イ
・
ガ
ゼ
に
お
け
る
「
歴
史
的

　
　
　
　
危
機
」
解
明
の
方
法

　
　
中
国
哲
単
史

　
　
夫
漢
氏
道
家
思
想
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
一
准
南
子
、
王
充
を
中
心
と
し
て
一

溜
　
　
　
　
報

後
　
藤
　
敏

八
　
　
木

山中鎌

口岡田

義成康

山
　
下
　
一

工松藤

藤丸田

宜寿正

小
　
谷
　
信
千
代 印

度
哲
学
史

叢
雲
夢
∴
訂
σ
ゴ
ー
＋
押
B
ヨ
σ
∴
6
ヨ
び
繍
’
座
ヨ
び
7

　
　
　
一
＜
①
紆
文
献
を
中
心
と
し
て
i

徹
竃
魔
。
冨
導
辞
葦
巴
勺
倒
炉
ピ
ピ
笥

　
　
　
ー
イ
ン
ド
文
法
学
研
究
の
試
み
1

西
洋
暫
学
史

男
　
超
越
論
的
批
判
哲
学
と
物
自
体
の
問
題

文
　
若
き
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
　
く
Φ
凄
α
げ
コ
目
冨
σ
q
の
理
想

久
財
零
§
爲
袋
助
気
討
鳶
鼠

　
　
　
一
漣
簿
〇
三
↓
げ
①
器
け
鞘
口
の
考
察
を
中
心
と

　
　
　
　
　
し
て
1

道
　
　
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
人
間
認
識
の
超
越
論

　
　
的
構
造

宗
教
学

勝
　
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
お
け
る
方
法
に
つ
い
て

雄
　
　
『
有
と
時
』
に
お
け
る
自
己

延
　
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
於
け
る
宗
教
的
実
存
の
問
題

仏
教
学

　
　
仏
教
に
お
け
る
行
為
論

一
二
九
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森広田佐

瀬中伯

哲
学
研
究
　
　
箪
測
五
｝
臼
四
［
十
六
口
万

基
督
教
学

哲
郎
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
！
ル
に
於
け
る

　
　
　
　
つ
い
て

心
理
学

康
　
子

ま
ゆ
こ

幸
　
雄

藤
　
嶋
　
　
　
実

水
　
島
　
基
　
喜

丸
　
岡
金
　
子

「
自
己
へ
の
途
上
」
に

ラ
ッ
チ
の
く
置
目
巴
Ω
黙
行
動

対
人
距
離
と
人
間
関
係

コ
ン
フ
リ
ク
ト
状
況
に
お
け
る
集
団
内
地
位
分
化
及

び
報
酬
分
配

消
虫
時
，
に
お
け
る
負
荷
条
件
の
過
剰
訓
練
効
果

距
離
判
断
に
関
す
る
実
験

　
一
係
留
効
果
と
等
距
離
傾
向
に
つ
い
て
…

ソ
シ
オ
メ
ト
リ
ッ
ク
テ
ス
ト
に
よ
る
学
級
集
団
の
構

造

社
会
学

溝藤富

部田永

明栄茂

男史樹

ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
に
お
け
る
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
概
念

新
し
い
労
働
者
階
級
論
の
検
討

初
期
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
主
意
主
義
に
つ
い
て

美
学
美
術
史
学

金
　
田
　
千
　
秋
　
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
知
覚
理
論

上
　
倉
　
庸
　
敬
　
エ
チ
エ
ン
ヌ
・
ジ
ル
ソ
ン
の
芸
術
哲
学
に
関
す
る
一

金
　
春
　
康
　
之

中
　
島

四

博

一
三
〇

考
察
芸
術
作
品
に
お
け
る
真
理
の
生
起
に
つ
い
て

　
ー
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
郡
山
解
釈
に
関
し
て
1

宮
曼
茶
羅
の
性
格

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
哲
学
系
）

　
博
士
課
程
単
位
修
得
者
研
究
論
文
要
旨
題
藏

　
　
　
　
　
1
！
昭
和
五
十
年
三
月
1

三

田杉河

村山野

上聖勝

三郎彦

学

デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
知
覚
的
世
界
と
物
理
的
世
界

デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
自
然
学
の
特
徴

点
と
線

　
ー
ゼ
ノ
ン
の
「
多
の
論
駁
」
と
現
代
数
学
1

倫
理
学

安
　
彦
　
一
　
恵

G
・
W
・
F
・
ヘ
ー
ゲ
ル
。
体
系
以
前
期
に
お
け
る

思
想
形
成
の
内
面
的
展
瀾

　
…
…
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
《
理
念
》
と
《
現
実
》
1
一

中
国
哲
学
史

西
　
脇
　
常
　
記
　
劉
禺
錫
を
中
心
と
す
る
中
唐
思
想
史



内
　
山

霧
　
増

小種

浜村

依溝

田口

今
林

大
　
越

高
　
田

米
　
沢

早
　
島

　
　
沖

675

　
　
西
洋
哲
学
史

勝
　
利
　
生
成
的
抵
界
の
根
底
に
あ
る
も
の

　
　
　
　
　
…
プ
ラ
ト
ン
の
魂
論
へ
の
一
視
点
i

治
之
ニ
ー
チ
ェ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
予
備
的
考
察

　
　
　
　
　
－
近
代
主
体
性
の
形
面
上
学
を
通
し
て
1

完
　
司
　
　
「
発
展
」
の
概
念
に
つ
い
て
の
考
察

善
　
信
　
ヘ
ー
ゲ
ル
『
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
と
そ
の
運
命
』
に

　
　
　
　
就
て

宏
　
平
　

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
時
の
問
題

義
　
右
　
メ
ー
ヌ
・
ド
・
ビ
ラ
ン
に
お
け
る
意
識
の
原
始
事
実

　
　
　
　
の
導
出
に
つ
い
て

万
里
子
　
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
定
義
と
函
e
ミ
§
謝

　
　
宗
教
学

愛
子
フ
ィ
ヒ
テ
知
識
学

　
　
　
　
i
知
の
自
己
探
求
の
軌
跡
を
追
い
て
l
l
・

信
　
良
　
哲
学
的
信
仰
と
形
而
上
学

穂
　
積
　
宗
教
哲
学
の
立
場
か
ら
み
た
人
間
の
根
源
的
共
同
性

　
　
仏
教
学

　
　
理
　
ヨ
自
・
8
琶
冨
ヨ
鐸
崔

　
　
　
　
一
く
。
α
q
鋤
。
理
p
≦
搬
鋤
審
く
倒
計
に
お
け
る
1

和
史
《
o
一
葺
倒
く
9
δ
障
2
◎
》
覚
書

彙
　
　
　
　
報

伊
藤

湯
　
浅

梅
　
村

大
　
倉

米
　
沢

5
1
軌
、

香
美
子
　
青
年
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
キ
リ
ス
ト
理
解

　
　
　
　
　
　
　
回
心
に
い
た
る
ま
で
1

忠
　
優
　
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
「
同
階
性
」
の
問
題

　
　
心
理
学

智
恵
子
　
記
憶
学
習
に
お
け
る
視
覚
的
記
憶
像
と
言
語
の
関
係

　
　
　
　
に
つ
い
て

正
　
暉
　
視
空
間
の
定
位
と
自
己
の
身
体
の
定
立

　
　
　
　
　
　
そ
の
現
象
的
考
察
－

　
　
美
学
美
術
史
学

有
　
恒
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
芸
術
解
釈
に
つ
い
て

五
　
阪
本
財
団
か
ら
の
補
助
金
に
つ
い
て

　
こ
の
た
び
、
阪
本
財
団
か
ら
、
京
都
蘭
学
會
へ
、
過
去
三
年
間
の
補
助

に
加
え
、
昭
和
五
十
七
年
度
の
「
哲
学
研
究
」
刊
行
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

同
様
、
多
額
の
補
助
金
を
載
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
同
財
団
へ
深
甚
の

謝
意
を
表
し
、
あ
わ
せ
て
會
員
各
位
に
御
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
七
年
十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
哲
学
會

；
コ
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折
μ
巌
†
研
究
　
第
五
百
四
十
六
号

六
　
山
内
得
立
名
誉
教
授
の
御
逝
去

會

比窺

　
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
文
学
博
士
、
文
化
功
労
者
、
肉
内
面
立

先
生
は
、
本
年
九
月
十
九
日
午
前
七
時
四
十
分
、
京
都
市
花
園
天

授
ヶ
丘
の
御
自
宅
で
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
九
十
二
歳
。

　
先
生
は
奈
良
県
大
和
高
田
市
の
御
出
身
。
大
正
三
年
七
月
、
京

都
帝
国
大
学
文
科
大
学
を
御
卒
業
の
の
ち
、
西
田
幾
多
郎
教
授
の

も
と
で
副
手
と
し
て
、
つ
い
で
同
九
年
か
ら
の
三
年
除
に
わ
た
る

欧
米
留
学
に
お
い
て
は
特
に
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
の
フ
ッ
サ
ー
ル

教
授
の
も
と
で
、
一
応
を
重
ね
ら
れ
た
。
御
帰
朝
後
東
京
商
科
大

学
に
奉
職
さ
れ
た
が
、
鰭
て
昭
和
六
年
に
は
母
校
京
都
帯
国
大
学

文
学
部
に
迎
へ
ら
れ
る
Q
以
後
昭
和
二
十
八
年
に
停
年
で
退
か
れ

る
ま
で
、
は
じ
め
は
西
洋
古
代
哲
学
史
講
座
、
つ
い
で
哲
学
講
座

を
担
当
さ
れ
た
。
こ
の
聞
、
数
々
の
論
文
や
著
書
に
よ
っ
て
常
に

学
界
の
第
「
線
に
立
た
れ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
後
進
を
育
成
さ

れ
た
が
、
そ
の
御
精
励
に
は
、
京
都
学
芸
大
学
長
、
竜
谷
大
学
文

学
部
教
授
を
歴
任
さ
れ
た
晩
年
に
も
些
か
の
絶
問
も
な
か
っ
た
。

　
す
な
は
ち
、
『
現
象
学
叙
説
』
（
昭
繍
三
年
）
『
存
在
の
現
象
形
態
』

（
昭
和
五
年
）
に
代
表
さ
れ
る
現
象
学
的
存
在
論
の
研
究
時
期
、

次
い
で
大
著
『
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
』
（
昭
和
十
九
年
～
三
十
五
年
）
に

結
集
す
る
西
洋
哲
学
史
研
究
の
時
期
、
さ
ら
に
『
突
存
と
所
有
』

（
昭
和
二
十
八
年
）
か
ら
『
意
味
の
形
而
上
学
』
（
昭
和
四
十
二
年
）

に
い
た
る
・
形
而
上
学
的
体
系
の
探
究
時
期
、
最
後
に
名
著
『
ロ

ゴ
ス
と
レ
ソ
マ
』
以
後
の
、
東
西
哲
学
の
綜
合
的
理
解
の
試
み
の

時
期
t
七
十
絵
年
の
御
思
索
に
区
切
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
分
節
が

い
か
に
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
当
時
の
最
大
の
暫
学
的
関
心
事
へ
の
鋭
敏

一
三
密

な
反
応
で
あ
る
か
、
ま
た
同
蒔
に
時
流
を
超
越
し
た
自
律
的
な
独

創
で
あ
る
か
、
多
言
を
要
し
な
い
。
先
生
は
、
は
じ
め
純
粋
客
体

性
の
立
場
を
、
絶
対
主
体
性
の
立
場
が
必
ら
ず
そ
こ
に
行
き
着
く

べ
き
場
所
と
し
て
提
出
さ
れ
た
が
、
次
第
に
思
推
の
原
則
の
批
判

的
分
析
を
通
じ
て
、
東
西
誓
学
を
綜
倉
的
に
理
解
し
う
べ
き
原
点

に
ま
で
到
ら
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
先
生
は
病
床
に
あ

っ
て
な
ほ
、
経
済
学
、
文
芸
論
、
そ
し
て
宗
教
論
を
順
次
論
ず
る

構
想
を
練
っ
て
お
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
『
誓
学
研
究
』
の
創
刊
（
大
正
五
年
目
に
際
し
て
は
、
朝

永
三
十
郎
教
授
の
御
指
導
の
も
と
、
植
田
寿
蔵
先
生
と
と
も
に
飛

行
に
尽
捧
さ
れ
る
。
以
後
、
執
筆
面
で
は
創
刊
号
の
「
ベ
ル
ナ
ル

ド
・
ボ
ル
ツ
ア
ー
ノ
」
か
ら
前
号
の
「
随
眠
と
帰
属
の
理
論
」
に

い
た
る
ま
で
、
二
十
四
篇
を
二
十
九
回
に
わ
た
っ
て
御
窃
旧
い
た

だ
き
、
編
輯
は
も
と
よ
り
経
営
面
に
ま
で
数
多
の
御
配
慮
を
い
た

だ
い
て
み
る
。

　
こ
の
や
う
に
、
学
問
へ
の
厳
し
さ
と
情
熱
と
に
貫
か
れ
、
京
都

哲
学
の
伝
統
の
維
持
と
顕
揚
と
に
砕
身
す
る
日
常
で
あ
ら
れ
た

が
、
後
進
に
は
真
率
か
つ
温
容
を
も
つ
て
導
か
れ
た
。

　
い
ま
御
三
報
に
接
し
、
先
生
が
学
界
に
遺
さ
れ
た
御
偉
業
と
御

功
績
と
を
偲
べ
ば
、
讃
嘆
尽
く
る
こ
と
な
く
、
在
り
し
日
の
御
人

柄
を
思
へ
ば
、
思
慕
哀
惜
果
つ
る
所
が
な
い
。
謹
ん
で
御
冥
福
と

御
平
安
と
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
る
。

　
　
昭
和
五
十
七
年
十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
哲
学
禽


